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東濤会だより
東濤会５０年を語る集い（古稀の会）
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【１１月１５日・伊豆半島大仁温泉で開催】
山形東高１０回生の東濤会が発足して丸５０年。今年は会員が数えで古稀を迎えた年でもある。この節目を記念して「東濤会５０年を語る集い（古稀の会）」が去る１１月１５日（月）、伊豆・大仁温泉の「大仁ホテル」で開催された。出席したのは京都、三重を含め東海、関東、東北地区の有志約８０人。大型観光バスで駆けつけた山形近辺の３０人余は１泊２日の“修学旅行”気分も楽しんだ。
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《秀麗な富士を望むホテル》大仁温泉は修善寺温泉の近く。大仁ホテルはアユ友釣り発祥の地として知られる狩野川沿いの高台に建ち、秀麗な富士の眺望が自慢の一つ。長嶋茂雄、清原和博、松坂大輔らプロ野球のスター選手が自主トレーニングで利用したという。山形からのバス一行が午後４時前に到着したほか、出席者は午後５時までに集合し、５時過ぎからの「語る集い」に臨んだ。

《東京囲碁会、富士見会の協力で実現》３年前、東根温泉で開かれた「東濤会４７年を語る会」の席上、次回（古稀の会）は「関東周辺で」という要望が出された。これを受けて組織された実行委員会が富士見会や東京囲碁愛好会の協力を得ながら今回の集いを実現させた。富士見会は沼津市の武田眞君、今野信男君、三島市の古川智義君、湯河原町の浪岡嘉之君ら伊豆近辺に住む人たちの集まり。このたびは観光コースの案内を含め周到な準備にあたってくれた。
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《山形からは大型観光バス》大型観光バスを利用した山形近辺の３０人余は午前８時、ＪＲ山形駅西口の霞城セントラル前を出発した。テーブルがセットされた後部座席は持ち込んだアルコール類が並ぶとたちまち“走るサロン”に。山形自動車道から東北自動車道、さらに首都高速道路では１０㌔に及ぶトンネルを抜け一気に東名高速道へ。心配された都心の渋滞もなく、スムーズに通り抜けた。
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沼津ＩＣから伊豆中央道路などを通り会場の大仁ホテルに着いたのは午後３時半過ぎ。７時間を超す長旅だったが、車中での団欒やドライバー、添乗ガイドの配慮で何度もサービスエリアやパーキングアリアに寄る楽しさもあり、さほどの疲労感はなかった。
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《神職の丹勝彦君がお祓い》「５０年を語る会」は東濤会ならではの趣向が凝らされていた。まずは厄除けのお祓いから。神事は村山市で神主を務める丹勝彦君が執り行ってくれた。丹君は高校の校長を定年退職した後、神官の資格を取り神職に就いたという。この日は白の狩衣、袴、烏帽子といった神官装束で修祓から降神の儀、献饌、祝詞奏上、玉串奉奠、昇神の儀といった一連の神事をとどこおりなく進め、様々な厄を祓ってくれた。

《東濤会ならではの演出》続く記念撮影の後は開会セレモニー。最初に物故者４６人へ黙祷を捧げた。そして校歌斉唱は３番まで。実行委員長あいさつでは東濤会の会長でもある佐藤章夫委員長が会の歩みや近年の活動に触れながら「さらに友情を深め、仁義の厚い交友を維持して、これからも楽しく、力強く生きていこう」などと述べた。（詳細は別掲）
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[image: image15.bmp]《同級生による祝舞、祝謡、管弦楽演奏》引き続き佐藤章夫、鈴木展夫、松田博之、田中和一の４君による祝舞「羽衣」、山形東濤会の謡曲グループ・濤謡会による祝謡「養老」が披露された。さらに三浦剛君と佐藤勇君のフルート、高坂知勝君のチェロ、渡辺宏一君の尺八による「コンドルは飛んでゆく」「Ｇ線上のアリア」などお祝いの演奏も行われた。神事から祝舞、祝謡、さらに管弦楽演奏まで“身内”がこなしてしまうのは多彩な“人財”がそろう東濤会だからこそできるイベントなのかもしれない。
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《カラオケ、囲碁、麻雀などの２次会も》前野弘志君の発声による乾杯で始まった祝宴は終始、和やかムード。半世紀に及ぶそれぞれの足跡や高校時代のエピソード、思い出話に花を咲かせながら杯を傾け合った。２次会ではカラオケ、囲碁、麻雀などが用意され、それぞれ懇親の夜を楽しんだ。

《駿河湾の高速船から富士山》翌１６日（火）は地元の富士見会がセットしてくれた観光コースを回った。山形からの大型観光バスと関東・東海組のマイクロバスに分乗して朝８時にホテルを出発。修善寺温泉から西伊豆の戸田（へだ）港へ向かう。途中、富士山と駿河湾が絶景という達磨山レストハウスの展望台でそれぞれシャッターを押し合った。

戸田港は曲がりくねった峠道を下ったところ。かつては陸の孤島ともいわれたらしい。しかし、沼津港まで高速航路で約３０分。深海魚や高足ガニの里として知られ、釣り人にも人気があるようだ。洋上からの富士山を楽しむため高速船「ホワイトマリンⅡ」に乗った。港内から駿河湾に出ると風が強く、波も高かったが、雲の切れ間に富士の雄姿がくっきりと浮かび、感動で船の揺れも、波しぶきも気にならなかった。

沼津港では港に隣接した「新鮮モール」などを散策しながらシーフードを中心とした思い思いの昼食をとった。午後は富士山が造った湧水群として有名な柿田川公園を訪れた後、源頼朝も必勝祈願したという三島大社に参拝した。観光コースはここが最後。駐車場で簡単な閉会セレモニーが行われ、次回の再会に余韻を残しながら山形組と関東・東海組が別れ、それぞれの帰途についた。山形を目指すバスは東名高速道や首都高速、東北自動車道をひた走り。午後９時過ぎに無事、山形駅西口に到着。多くの思い出を残し、一大イベントは幕を閉じた。（文・小笠原英雄、写真・松永貴夫）

《一連のイベントが写真集に》１泊２日の行程は松永貴夫君が立派な写真集＝左＝にまとめてくれた。縦２１㌢×横２１㌢の約１００頁。山形から伊豆へ向かうバスの車内や語る会のセレモニー、懇親会、観光のスナップ写真などを収めている。会計報告を兼ねた幹事会で紹介したところ、記念に欲しいという人が続出した。松永君に相談したところ、実費（５，０００円）で配布が可能になった。希望者は鈴木正朗（０９０－１３７４－２４４９）まで。

《佐藤章夫・実行委員長のあいさつ》

　　私たちは山形東高校に入学してクラスメートになって以来の長いおつきあいです。杜甫の詩にある「人生７０年古来稀なり」の古稀の会を、ここ伊豆、名勝の地で開くことが出来ました。まことにおめでたいことです。

　ここに至るまでは地元に在住する「富士見会」の皆さん、古川智義君、武田眞君、今野信男君、浪岡嘉之君の周到な準備があったればこその同級会です。また山口登君はじめ東京囲碁会の皆さま方の温かいご理解とご支援もございました。

　出席者一同に代わりまして「富士見会」「東京囲碁会」に深甚なる感謝を申し上げます。「富士見会」の皆さんには今日明日、いちだんとご苦労をお掛けすることになりますが、よろしくお願い申し上げます。

　また今日の日を待たずに鬼籍に入られた級友の皆さま方には、心からご冥福を祈りたいと存じます。

　東濤会は卒業して間もなく昭和３５年に発足しましたから、今年は５０周年に当ります。東高１０回卒の１０を「とう」と呼んで「とうとうかい」と名付けたのは故清水弥栄治君の発案だったと記憶しています。そして「とう」に「濤」の字を充てるよう助言してくださったのは故武田与三郎先生でした。たいへんいい名前だと思います。もっとも時々、便器メーカーと間違われたり、そそっかしい人が「濤」を「ことぶき」と呼んで老人クラブと勘違いされたりしたこともございました。

　発足時から基盤が確立するまでの間は江川洋祐君が中心になって会を切り盛りしてくれました。その後は岡田勲光君が堅実に会計と事務を担当してくれております。今は鈴木正朗君が幹事団の中心となって、会の隅々まで目を配った八面六臂の大活躍をしてくださいます。地元では秋葉建司君を会長とする山形東濤会、東京では畠山千蔭君を会長とする東京東濤会、さらに逸見誠司君が会長の、鹿野道彦君を支援する有志の会である「道の会」がそれぞれ活動しています。逸見君は東高同窓会全体の評議員でもあります。畠山会長は東京同窓会の会長も務められました。その他、多くの趣味の会、同好サークルがあり、さらに小笠原英雄君を主筆とする「東濤会だより」を発行するなど、東濤会は東高同窓会全体を見渡しても組織力、行動力においては他の年次同期会と比べて一段と際立って活気に満ちております。

　このように素晴らしい会に育ててくださった代々の幹事の方々、そして会員皆さまのおかげで不肖私が５０年もの間、会長として長居させていただきました。何もしないでいつの間にか過ぎた年月でございますが、どこかの国の総理大臣に私の任期を小分けしてさしあげたいくらいです。皆さまほんとうにご協力ありがとうございました。

　皆さん、この古稀同級会を、私たちの友情がさらに深まり、仁義の厚い交友を維持して、これからも楽しく、また力強く生きていくことを確かめあう会にしようではありませんか。（了）

ボーペンニャンの国・ラオス（下）

【ラオス電力公社トレーニングセンター・布施和夫君の便りから】
【庶民の暮らしぶり】

《服装》あらたまったときの服装は、男性が通常シャツとズボンという西洋式なのに対して、女性は公式には「シン」という民族衣装にブラウスを着ます。シンはくるぶしまでの長い巻きスカート。たいてい黒や青などの濃い単色で幅10 cmほどの裾布だけカラフルな模様です。女子学生や女性社員は規則で制服に指定された同一色のシンを着ています。更に公式な場や「バーシー」という儀式には、男女とも右側の肩から左側の腰にペービアン（肩章）をまといます。伝統的絹織物で作られた帯状のもので色も模様もさまざまです。ただ、日常の自宅や路上ではもっとラフな服装で、特に若い人は男女ともTシャツとだぶだぶ半ズボンやタンクトップとホットパンツなどの組み合わせが普通です。

《主食は蒸したモチ米》ラオス料理は一言で言って「辛い！」に尽きます。主食は「カオミャオ」（蒸したモチ米）、おかずは「ラープ」（鳥や豚の挽肉と野菜や香草のみじん切りを混ぜ香辛料と炒めた料理）、「タム・マークフン」（細切りの青いパパイヤとトマトなどの野菜をすり鉢の中で潰しながら魚醤と香辛料で味付けしたサラダ）、「ピンカイ」（焼き鳥）、「ピンパー」（焼き魚）でしょう。ラオス風の食べ方は、モチ米を小さな竹の籠から手で取りだし、それを片手の指で小さな“おはぎ”のように丸めて凹みを作りラープなどを器用に載せて口に入れます。これはなかなか難しく慣れません。

《常温のビールに氷》ラオス人は一緒に食事や飲み会をするのが大好きです。ラオス最大の企業が醸造する「ビヤ・ラオ」は軽くて美味しいビールですが、彼らは常温のビールに氷を溶かして薄くなった冷たいビールを飲み、路上の屋台で数人の老若男女が話しながら何時間でも飲んでいます。もっと強い「ラオ・ラオ」という焼酎みたいな地酒もありますが、まだ飲んだことはありません。地方に行くとビヤ・ラオではなく、ラオ・ラオの回し飲みが普通だそうです。何かにつけて外で一緒に飲食して人間関係を円滑にしています。

《所嫌わずポイ捨て》彼らはレストランや道路上にゴミを捨てるのも一向にボーペンニャン（気にしない）のようです。先月の環境の日にちなんで、日本人ボランティアが市内で最も大きい市場「タラートサオ」付近からランサーン大通り一帯でゴミ拾いをしました。参加したのは動員されたラオス人を含め２００名くらい。地元の新聞にも載ったそうですが、まわりのラオス人はただ眺めているだけだったとか。そもそもラオス人の意識の中には、歴史的経緯から職業や仕事に貴賤の差があり、ゴミ拾いは昔自分たちの国に移住してきたヴェトナム人がするものだと考えている人が多いと聞きました。

《下男・下女の風習》中流階級以上の家庭では、遠い親戚や近所の成人・子供を下男とか下女として召使いのように使う風習がまだ残っています。下男、下女などの存在は、経済的に恵まれない人達の大家族的救済という意味合いもあるかも知れませんが、むしろ職業の社会的差別意識に繋がり、人民民主主義を謳う政治・社会体制と相容れないような印象を与えます。

【宗教と社会風習】

《上座部仏教》街のあちこちに仏教寺院が数多くあり、人々はミャンマーやタイと同じ上座部仏教を信仰し、日頃から宗教的な行事を敬虔に実践しています。どの家の庭先にも小さな仏壇状の社（高さ1mくらいの柱上の小さな“やしろ”）があり毎日水や供え物を切らさないようです。ただ、一説によるとこれは仏壇ではなく、ラオス古来の精霊信仰（アニミズム）で信じられている自然万物の精霊を奉る社だそうです。

《生活に浸透しているバーシー》結婚、子供の誕生、旅立ち、病気の治療、新年などあらゆる機会に「バーシー」という宗教的儀礼を行い、親戚・知人・近所の人が集まって床上の敷物に座り祈祷師に祝詞をあげてもらいます。その後は例外なく飲み食いが延々と続きます。

《タットルアン仏塔》１１月の満月にビエンチャンの象徴的金色の仏塔「タットルアン」に全国から何万人もの僧侶が集まって読経をする儀式がありますが、一般信者は正装してここに集まり僧侶達にお布施を献上するのが国民的お祭りになっています。何でも仏頼みにする宗教の影響か、ラオス人は苦難や問題を自分で解決するよりは、ボーペンニャンと言って成行きに任せる他力本願の傾向が強いと思われます。

《女系家族と縁故主義》この国の伝統的な社会風習として、女系家族と縁故主義（ネポティズム）があげられます。財産は通常娘が相続して男性は婿入り婚で結婚するのだそうです。また、官庁や国営会社のような公の組織でも身内縁者のひいきが強く、実力があってもコネがなければ就職や昇進など出世の階段を上ることは難しいようです。タイ、インドネシア、フィリピンなど他の東南アジアでもこの傾向が見られ、この地域の開発途上国では一般的な社会風習だと思います。

【ラオス人の気質】

《温厚で素朴な人情》“ラオス人”と言っても実際は多民族で、いろいろな顔つき、肌の色や骨格の人がいます。中国系の色白な人と褐色肌のタイ・カンボジア・ベトナム系の混合です。ラオス人は、一般にとても温厚で人なつこい気質です。特に日本人に対しては親近感を表わします。店や食堂の従業員は最初、愛想が悪いものの、なじみになると親しそうに迎えます。ラオス人には日本人にとっても心地良いゲマインシャフト（血縁や地縁によって集まる村落的共同体；村社会）の人間関係がまだ脈々と続いています。ぎすぎすした競争原理はまだまったく感じられません。

《約束を守らなくともボーペンニャン》前述したとおり、「ボーペンニャン」というラオス語は、感謝の意に対する謙譲（どういたしまして）の意味です。このボーペンニャンは“気にしない、かまわない、なんとかなる”という意味もあるようです。他の人に対して過ちをしてもボーペンニャンと言い、日本人のようにすみませんと謝る態度はとりません。約束を守らなくとも、物事がうまくいかなくともボーペンニャンと言って平気なのがラオス人の気質です。

【スポーツと娯楽】

《仕事の後の楽しみ》ラオス人は、１日の仕事を終えたときや暇なときは何か楽しいことをするというのが生活信条で、スポーツや賭け事が大好きです。スポーツとして盛んなテニス・バドミントン・サッカー・ゴルフなどは、大きな専用施設が必要であり道具も高価な輸入品なので、経済的に余裕のある人達が会員制クラブのメンバーになってプレーしているようです。これに対して庶民は、ちょっとした空き地があれば数人集まってすぐに遊べる球技に人気があります。

《庶民に人気のペタンク》よく見かけるのは「ペタンク」という直径10cmほどの鉄の玉を放擲して的に近づけるゲームで、日本のビー玉遊びやボウリング、または氷上カーリングに似たルールです。他には、タイの国技「セパタコ」という竹で編んだ中空の球（大きさは直径15cmほどか）を脚でネット越えに蹴って相手のコートに入れる、バレーボールのアジア版のような球技も見かけます。これらは狭い場所でもできるので手軽なスポーツですが、賭け事にもなります。

《女性はトランプ遊び》女性はよくトランプ遊びで賭け事をしています。食堂や店が閑で客がいないとき女性従業員がトランプをしてその場で現金を受け渡ししているのをよく見かけます。客がいてもやっているときがあり、従業員に接客対応のしつけをしていないことが分かります。

《東南アジア・スポーツ競技会を開催》昨年１２月に、第２５回東南アジア･スポーツ競技会 (SEAGAME)を国家の威信をかけて初めてビエンチャンで開催しました。１９８０年代半ばからASEAN各国で持ち回り開催していますが、ラオスがASEANに加盟したのは１９９７年と遅く経済的にも他の国より立ち後れていたので、経済力がついた昨年ようやく統一国家としての国威発揚のために開催しました。国営競技場、水泳プール、ゴルフ場などの新しい主要競技設備はほとんど中国が供与したとされ、道路などのインフラは韓国の支援でできたと言われています。

《ASEANならではの種目》興味深かったのは、競技種目がオリンピックなどの国際標準ではなく、ASEAN諸国だけで行われるローカル・スポーツが正式種目として競われたことです。前述のペタンクもセパタコもあり、ゴルフも、韓国の国技テコンドーや日本の国技柔道もありました。オリンピックの花形競技はやはりマラソンですが、SEAGAMEではサッカーでした。ラオスの国技かどうか分かりませんが、最も人気のあるスポーツなので準決勝戦まで進んだときは大変盛り上がりました。しかし、宿敵ヴェトナムに負けました。

《飲み会大好き》日常の娯楽で最も盛んなのは飲み会、カラオケなどのパーティだと思われます。真昼から街頭のレストランで、大型スピーカーから発する大音響と共に男女がラオス・ダンスをしている風景をときどき見受けます。その音のすさまじさは鼓膜が破れるほどで、大型スピーカーの直前にいる人は耳が遠いのではないかと疑います。

《ラオス・ダンス》ラオス・ダンスというのは、男女が向かい合って双方が両手を腰の上辺りにかざしてリズミカルに身体と手足を揺するものです。大きなパーティでは日本の盆踊りと同じように輪になって円周方向にぐるぐる進みます。昨年の大晦日の夜、ビエンチャンに勤務するラオス電力公社の役員・社員が300人ほど私の職場EDL-TCの中庭に集まって忘年会？をしました。最初はバラバラに置かれた丸テーブルに職場毎に集まってビールやワインなどを飲みながら食事をし、プロの歌手とバンドがラオス・ソングをバックグランド・ミュージックに奏でます。その後、興が乗ってくると我と思う人がそれぞれ歌い始め、他の人は踊り出します。

《難しいステップ》ちょっと度肝を抜かれたのは、電力公社の総裁その人が壇上に立って歌い始めたときでした。それを期待していたかのように、役員や社員が適当なパートナーを誘って輪になって踊り始めました。私も職場の女性を誘って真似をしてみましたが、実に照れくさいものでした。ときには、女性だけが集まり中央で踊りますが、輪になって進むのではなくその場で全員が同じ方向を向いて手足を揺すり、その向きを同時に変えながら踊るのは、眺めていると一種のマスゲームのような楽しさがあります。私も真似してみましたが、結構複雑なステップについていけなくて断念しました。（了）

　ページの都合上平成22年10月34日に福島県白河で行われた第6回東濤会ゴルフ

　大会の記事は次ページからになります。

　なお、記事はコピーの資料となりますのでご了解下さい。
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　次ページには平成23年10月2日から予定されている東涛会文化祭の開催案内を掲載
　してあります。御覧下さい。
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次ページから「東濤会50年を語る集い」の収支報告書が掲載されています。

　御覧下さい。
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　次ページには古希の会へ参加時のバス利用に関する決算書があります。御覧下さい。
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２０１１年新年号
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発　行　：　東　濤　会


会　長・佐藤章夫








【インターネット東濤会ホームページの閲覧について】


閲覧アドレス　①http://mkm.Mydns.jpから入る。


②http://www3.ic-net.or.jp/-motokazuのホームページの中に入り、メニューの「別室のホームページです」に入る。そこで「東濤会ホームページ」が表示されるので選択して閲覧する。





山形からの観光バス。往きも帰りも盛り上がった








久しぶりの再会。各テーブルとも話が弾んだ





神事を執り行う丹勝彦君











会長自らの祝舞





駿河湾を走る高速船で





首都ビエンチャン市のランサーン大通り





全国の僧侶が集まるタットルアン仏塔








首都のランドマークでもある凱旋門





参加者全員での記念撮影





尺八を含めた管弦楽演奏





【あ　と　が　き】


第１２号は「５０年を語る会」の原稿とシニアボランティア・布施和夫君の「ラオス便り」で埋まってしまいました。他にも話題があったため、ページ数を増やしては－という意見もありましたが、事務局長の「予算がない」との一言で、印刷版は従来どおり８頁での発行となりました。他の話題は白黒コピーの別紙でお届けします。ご容赦ください。次号は２０１１年５月に発行の予定です。（Ｏ）
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